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１．研究の背景と目的
　現在の我が国における市街地規模の集合住宅計画は、
高層化・標準化計画による供給中心の計画が行われて
きた。しかし、集住体という新しい居住環境に対する、
有効な都市・計画手法はいまだ構築されておらず、早
急な建築、計画手法の資料となる研究が必要である。　
　これまでの研究においては、法規的なカテゴリから
近隣住民意識と中庭の開放度について分析し、類型化
することで中庭型のデザイン特性と認知領域の構成に
ついて考察した。
　さらに高さの異なる集住体に対する計画手法として、
幕張ベイタウンの沿道中庭型中層・高層・超高層住棟
の居住者における認知特性及び配置計画と認知領域と
の構成を考察した。　また、既関連研究では大川端リ
バーシティ２１において垂直方向に起因する認知領域
の変化要因とその構造を分析し、変位層という概念を
抽出し、垂直方向に起因した認知に基づく集合住宅の
計画の手法を提示している。
　以上を踏まえ、本稿は新たな計画手法として「幕張
ベイタウン」に建つ集合住宅の居住者を対象とし、各
住棟で居住者の認知領域の立体変化について調査・分
析・考察する。居住者の認知領域と変位層の関係性を
把握することを目的とする。

２．調査・分析概要
２．１．研究調査対象地域
　対象地域は、日本における集住体としての先進モデ
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表 1　調査内容
No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

属性調査

日常ルート調査

行動範囲の認知領域調査

認知領域構成要素調査 *1

構成要素の可視意識調査

近隣住民と認識する意識範囲調査

にぎわい・私のまち・ランドマーク・身近な水辺・

身近な緑地の認知領域調査

以前居住していたまち、住まいとの比較調査

ベイタウンに住まい始めてからのまち・住まいの変化調査

調査内容

3)

8）

ルである、幕張ベイタウンとする。この地域では、欧
米型の地区計画の一つである沿道中庭型住棟を元とし
た、街区単位での都市計画が成されている。面積８４
ha、計画人口２万６千人、計画戸数９,６００戸の集
住体が計画され、以後２０年以上の段階的な開発によ
って国際業務都市を意図した地区計画が行われた。
２．２．調査概要
□調査期間　
第１回調査　２０１０年８月、９月
第２回調査　２０１２年７月、８月
□調査内容：以下の項目について調査を行った 表１)

□調査方法：居住者の認知領域を明らかにするため
に調査対象者を１３歳以上・居住年数３年以上の居
住者に対し現地にて圏域図示法＊2）によるアンケート
調査を行った。アンケートは偏りをなくすために幕
張ベイタウン各所で調査を行った。

図 1　幕張ベイタウンにおける分析対象地域住棟
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図 3　「にぎわい」の認知領域の立体変化

図 4　「わたしのまち」の認知領域の立体変化

沿

岸

側

住

棟

内

陸

側

住

棟

沿

岸

側

住

棟

内

陸

側

住

棟

沿岸側 内陸側

内陸側

内陸側

沿岸側 沿岸側 沿岸側 沿岸側内陸側 内陸側 内陸側 内陸側

内陸側 内陸側 内陸側

沿岸側 沿岸側 沿岸側内陸側 内陸側 内陸側

内陸側 沿岸側 沿岸側内陸側 内陸側

1010

100100

100100

200

100 200

200

100200200100 200100100 200

100 200100100100100 200200

200100200300

100200200 300

4040 80 1020 1010

1010

10 20

20 10 101010 20 202020 40 40602020 30

20

２．３．分析方法
　アンケート調査の結果より、「にぎわい」「わた
しのまち」「近隣住民」「行動範囲」「身近な水
辺」「身近な緑地」の６つの項目の認知領域面積を
算出する。算出した面積より認知領域の立体変化図
を作成し、選出した８つの住棟を各項目ごとにまと
め、比較する。なお、認知領域の立体変化図は各住
棟沿岸側・内陸側の２方向で分け、方向による認知
領域面積の違いを確認する。

３．認知領域の立体変化の分析・考察
■にぎわい（図３）
　沿岸側住棟は比較的図が対称的な形となるものが
多く、内陸側住棟はそれぞれわずかに階層ごとに認
知領域のばらつきが見られ、対称的な形とは言い難
いものとなった。特に非対称的な形となったのは②
パークタワーであり、上層階では大きな変化が見ら
れた。居住階で比較すると１０階付近の居住者はど

の住棟でも認知領域がせまく、５階付近は広くなる
傾向が見られた。
■わたしのまち（図４）
　内陸側住棟の居住者は沿岸側・内陸側ともに各階
で同じくらいの領域を広く認知している。対称的に
沿岸側住棟の図は沿岸側と内陸側で非対称的な形と
なっており、沿岸側と内陸側で認知する領域が大き
く異なるということがわかった。また、沿岸側に住
む居住者は階数が高いほど広く認知をする傾向が見
られた。特に内陸側住棟は内陸側・沿岸側ともに階
数が高くなるほど広く認知することがわかった。
■近隣住民（図５）
　内陸側住棟は沿岸側に住む居住者のほうが広く認
知する傾向が見られた。内陸側方向に住む居住者は
認知する領域が狭く、沿岸側住棟は⑥ミラマールの
み沿岸側に広く認知する傾向が見られたが、その他
の3棟は内陸側に広く認知する傾向が見られた。
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図 5　「近隣住民」の認知領域の立体変化

図 6　「行動範囲」の認知領域の立体変化
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■行動範囲（図６）
　住む方向で比較すると大きな違いは見られないが、
内陸側住棟の居住者は広く認知する傾向が見られた。
沿岸側住棟でも比較的内陸に位置する⑤ビーチテラ
スや⑧サウスコートも広く認知していることから、
「行動範囲」は内陸側に住棟がある、または内陸側
に面する位置に住む居住者に広く認知される傾向に
あるということがわかった。
■身近な水辺（図７）
　各住棟とも居住階が高くなるほど広く認知する傾
向が見られた。これは高くなるほど住戸から見える
水辺が広くなることからこのような結果になったと
考えられる。周囲を海と川で囲まれているため水辺
に対する認知はどの住者も広くとっていることがわ
かる。川に近い④グランアクシブ⑧サウスコートは
内陸側方向でも広く認知していることから、「身近
な水辺」は住棟配置に大きく関係していることがわ
かった。

■身近な緑地（図８）
　内陸側住棟は内陸側に、沿岸側住棟は沿岸側に広
く認知する傾向が見られた。また各住棟中層階は認
知が低く低層・高層階は認知が高くなっている。特
に低層階の認知が高くなっていることから、緑地と
の距離が住戸から近いことが関係していると考えら
る。これらより「身近な緑地」は緑地と居住者の実
際の距離と住戸から視界に入った広さが関係してい
ると考えられる。

４．まとめ
　本稿における考察を以下にまとめる。
１）居住者の認知領域は住棟配置、沿岸側・内陸側
の２つの居住方向によって、異なった認知領域面積
を示した。
２）認知領域の立体変化の図を作成することで平面
的ではなく立体的に居住者の認知領域と居住階の関
係性を把握できることがわかった。
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図 7　「身近な水辺」の認知領域の立体変化

図 8　「身近な緑地」の認知領域の立体変化
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[注釈]
＊1）構成要素：各認知領域の構成要素、点、線、面そして、時間的変動要素に分類し
たものである。
＊2）圏域図示法：この方法は、対象地域をよく認知している被験者を対象とし、限定
された小地域の空間を対象とした研究に適している。認知の有無や広がりなどの量的
な側面に加え、被験者の内部にある空間の切れ目を示してもらうことにより、間接的
にその構造を探るものである。
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３）「身近な水辺」「身近な緑地」は低層と高層部
分の認知領域が広いことから、低層階から見える近
い距離の視野と高層階から見える全体の視野の2つの
視点で認知を広げていると考えられる。
４）２方向の向きで比較すると、沿岸側は内陸側よ
りもどの項目に関しても広く認知する傾向にあると
いうことがわかった。
５）６項目すべての認知領域で、低層階は比較的認
知する領域が狭くなる傾向にあり、高層階になるほ
ど広く認知する傾向にあるということがわかった。

　今後の展開として幕張ベイタウン中心部に１～２
２番街存在する中層住棟「パティオス」の認知領域
の立体変化の図を作成し、中層・高層・超高層でそ
れぞれ比較を行い、幕張ベイタウン全体での調査・
分析・考察を行っていく。また既発表論文である大
川端リバーシティ２１においての認知領域の立体変
化との比較も行い、考察する予定である。
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